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は非常にこだわりが強く内向的であった。
　CESは0.5 Hzの設定で開始され、1日2回1時間　CESは0.5 Hzの設定で開始され、1日2回1時間
ずつを毎日実施した他、頻繁に出現する激越症
状に対しては、15～45分間を1日3回まで実施し
た。CESのコンプライアンスは2週間後に改善し
、患者は睡眠も食事も取れるようになっていっ
た。オクスカルバゼピンとジプラシドンは中止
され、クロザピンの少量投与（200 mg/日）が追
加された。さらに2週間後、クエチアピンの投与加された。さらに2週間後、クエチアピンの投与
量が半減され、エスシタロプラムはそのまま継
続した。CES開始後最初の1ヶ月間で、攻撃性の
出現は5回のみとなり、拘束必要回数は4回、PRN
は19回まで減少した。
　CESを6週間実施した後に、患者の性格は劇的
に変化した。外向的になり、他人を非難しなく
なり、身だしなみや清潔さに気を配るようにな
った。攻撃的行為は完全になくなり、PRN等によ
る介入の必要性もなくなった。3ヶ月間に及ぶ
CES実施期間の終わりに、危険性審査会を通過し
て紹介元病院に戻った。CES治療の終了による疾
患の再発はなかった。両病院に入院していた当患の再発はなかった。両病院に入院していた当
時のこの患者をよく知る人達は、別の人間にな
ったようだったと述べている。

CES＝頭蓋電気刺激療法、PRN＝必要時
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*印は、直前の症例の再治療を示す。

PRN＝必要時、CES＝頭蓋電気刺激療法、MR＝精神遅滞、F＝女性、ASPD＝反社会性パーソナ
リティ障害、M＝男性、CNS＝中枢神経系、PDD＝広汎性発達障害。



*ノンパラメトリックなウィルコクソンの符号順位
検定により得られた結果。効果量はスピアマンの相
関係数Rho（ρ）として示されている。値の範囲は
、小＝0.10～0.29、中＝0.30～0.59、大＝0.50～
1.0。

PRN＝必要時
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